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緒   言 

1986 年のチェルノブイリ原子力発電所事故を原因とし，

放射能汚染されたと思われる食品が現在でも輸入され，流

通している恐れがある．我が国では 1986 年，核爆発により

発生したセシウム 134（１３４Cs)とセシウム 137（１３７Cs）
を指標とし，食品中の放射能濃度は合計で暫定限度値 370 
Bq/kg１）と定められた．東京都においても都内を流通する

食品の安全性確保及び有害食品の排除を目的として，放射

能汚染食品に対する監視及び実態調査が継続されており２

－１５），平成元年にはトナカイ肉，平成 6 年と平成 14 年に

はキノコから暫定限度値を超える食品が見いだされている．

また，平成 17 年度の検疫所における検査では，暫定限度値

を超えて検出された例が 2 件あり積み戻しされている． 

本報では平成17年度における調査結果を報告する． 
   

実 験 方 法 

１．試 料 

  平成 17 年 4 月から平成 18 年 3 月までに東京都内に流通

していた輸入食品等で，広域監視部が収去した 257 試料を

用いた． 
 

 ２．器具及び装置 

  既報２－１５）に従った． 
 

 ３．試料の調製 

  既報２－１５）に従った． 
 
 ４．分析方法 

  既報２－１５）に従った． 
 ヨウ化ナトリウムシンチレーション検出器（NaI(Tl)）に

よりセシウム 134（１３４Cs）とセシウム 137（１３７Cs）の γ
線を測定し，これらの合計値を放射能濃度とした．本法に

よる検出限界値は，測定時のバックグラウンド値，各試料

の採取重量及び測定時間から換算して 14～33 Bq/kg であ

る． 
 また，セシウム（Cs）の γ線測定の妨害となるカリウム

40（４０K）の放射能濃度を差し引き 25 Bq/kg 以上を検出し

たものについては，試料のエネルギー波高分布を描き，Cs
標品（１３７Cs）の波高分布と比較することにより同定を行

った．波高分布作成の各エネルギー測定時間は Cs 標品が 0.
3 分，50 Bq/kg を超えた試料は検出値の多少により 3，5
または 10 分で行った．なお，厚生労働省通知１）の検査成

績書記載事項に従い，50 Bq/kg を超えたものについて検出

値として数値化した．なお，100 Bq/kg 以上検出された試

料については，東京都産業技術研究所でゲルマニウム半導

体検出器による核種分析精密検査を行った． 
 

結果及び考察 

 １．放射能汚染状況 

都内に流通していた輸入食品等 257 試料について，放射

能濃度を測定した．その結果，50 Bq/kg を超えたものは 8
試料で，そのうち 1 試料（キノコ）から厚生労働省の暫定

限度値 370 Bq/kg を超えて 530 Bq/kg 検出された．当該品

は少量輸入のため，すでに残品はなかった． 
 

 ２．放射能検出状況 

  1) 放射能濃度別の検出試料数 調査結果を放射能濃度段

階別に分類し，それぞれの放射能検出試料数を表 1 に示し

た．50 Bq/kg を超えたものは 8 試料（全試料に対する検出

率，以下同様：3.1%）であり，そのうち，370 Bq/kg 以上 
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また，昭和 63 年度から平成 17 年度までの 50  
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表１．放射能濃度別の検出試料数 
     放射能濃度（Bq/kg）    検出試料数 
         0～ 24                 249    
        25～ 50                    0   
        51～100                    3    

       101～200                    2    
      201～370                    2    
        371～                     1 
           計                   257 

        表２．食品群別の試料数及び検出数 
        食品群           試料数    検出数＊ 
    1  ﾅｯﾂ類         10        0          
     2  香辛料･ﾊｰﾌﾞ類     88        0           

    3  ｼﾞｬﾑ･ﾏｰﾏﾚｰﾄﾞ類       3         0           
    4  乳･乳製品            8         0           
    5  食肉･食肉製品       40         0           
     6  蜂蜜                 0         0           
     7  魚介･加工品         10         0           
     8  菓子類               0         0           
   9  酒類                 0         0           
    10  穀類                14         0           
    11  野菜･果実･加工品   68         8           
    12  油脂類               0         0          
    13  調味料               0         0           
    14  その他              16         0    

          計              257         8   
 *：１３４Cs及び１３７Csの放射能濃度の合計が50 Bq/kgを超

えた試料数   

表３．国別の試料数及び検出数 
   原産国名        試料数    検出数*      原産国名     試料数    検出数* 
  フランス         42       4        ベトナム          3         0  
   アメリカ          34        0         メキシコ        3         0 
   イタリア         27        0         モロッコ          3         0  
   中 国           18        0         イラン          2         0 

   スペイン         12        0         ウクライナ      2         0   
   インド            10        0         クロアチア        2         0   
   トルコ            9        0         スリランカ       2         0 
   ブルガリア         8        1         チェコスロバキア 2         0  
   ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ  7        1          ドイツ連邦        2         0 
   インドネシア       6        0           ノルウェイ      2         0 
   ハンガリー         5        0           ブラジル         2         0 
   ポーランド       5        0           アルバニア       1         0    
   ベルギー           4        1           オーストリア    1      0   
   大韓民国           4        0           ギリシャ        1         0    
   イギリス         3        0           スウェーデン      1         0 
   エジプト           3        0           タンザニア        1         0  
   オーストラリア     3        0           ニカラグア        1         0 
  オランダ         3        0           ベラルーシ      1         1           
   カナダ             3        0           ポルトガル        1         0     
   タイ               3        0           南アフリカ        1         0     
  チリ               3        0      日 本            1         0 

デンマーク        3        0           不  明            4         0 
   ニュージーランド   3        0                      
   *：１３４Cs及び１３７Csの放射能濃度の合計が50 Bq/kgを超えた試料数              
        ：チェルノブイリ事故で放射能汚染が比較的少なかった国               

検
出
率
(
％
)

 

図１．放射能濃度が50 Bq/kgを超えた試料の検出率の年度推移 
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のものが 1 試料（0.4%），201～370 Bq/kg のものが 2 試料

（0.8%），101～200 Bq/kg のものが 2 試料（0.8%），51
～100 Bq/kg のものが 3 試料（1.1%）であった．なお，放

射能濃度が 50 Bq/kg 以下のものは 249 試料で総試料の約 9
7%であった． 
また，昭和 63 年度から平成 17 年度までの 50 Bq/kg を超

えて検出された試料の年度別検出率の推移を図１に示した．

 今年度の検査結果では事故後 19 年が経過しているもの

の，50 Bq/kg を超えた試料の検出率は顕著な減少がみられ

なかった．今後も放射能を含む食品が引き続き輸入される

可能性があると考えられる． 
2) 食品群別の検出状況 調査した食品を 14 群に分類し

た．その内訳は，野菜・果実・その加工品群が 68 試料（全

試料の約 26%），香辛料・ハーブ類群が 88 試料（34%）食

肉・食肉製品群が 40 試料（16%）及び穀類が 14 試料（5%） 

などである． 
調査の結果を表 2 に示した．食品群別の検出状況では， 

50 Bq/kg を超えて検出された試料はいずれも野菜･果実･ 
加工品群で，検出数は 8 試料（3.1%）であった．野菜･果

実・加工品群以外では 50 Bq/kg を超えるものはなかった． 
3) 原産国別の検出状況 調査食品を原産国別に分類し，

各原産国別の放射能の検出状況を表 3 に示した．著者らの

調査により，ここ数年間に 50 Bq/kg を超えて放射能が検出

された食品の輸出国や地域は，フランス及びイタリアを含

めた 44 ヶ所である．本年度，50 Bq/kg を超えて検出され

たものは，フランス産の 4 試料（1.6%），ブルガリア産の

1 試料（0.4%），ボスニア・ヘルツェゴビナ産の 1 試料（0.

4%），ベルギー産の 1 試料（0.4%）及びベラルーシ産の 1
試料（0.4%）であった．いずれもヨーロッパ地域にあり放

射能汚染を免れなかった国のものであった．かつてはフラ

ンスやイタリア等，西ヨーロッパの国からのものが 50 Bq/
kg を超えていたが，近年は東ヨーロッパの国のものにも見

いだされており，本年度はベルギー，ボスニア・ヘルツェ

ゴビナ，ブルガリア及びベラルーシの食品から検出されて

いる．また，平成 17 年 9 月の厚生労働省・輸入食品等の食

品衛生法違反事例では，リトアニア産のキノコから 466  
Bq/kg 検出され，積み戻し等の処置を受けている．これら

のことから，東ヨーロッパの国のものも調査する必要があ

ると共に，他の国を経由して輸入されるものもあることか

ら，これまでの調査で，比較的放射能に汚染された食品の

検出頻度の低い国のものも幅広く監視する必要があると考

える． 
  4) 放射能濃度が 50 Bq/kg を超えて検出された試料 放
射能濃度が 50 Bq/kg を超えて検出された試料を表４に示

した．50 Bq/kg を超えた試料はキノコが 7 試料及びブルー

ベリーコンポート（ブルーベリーの砂糖煮）が 1 試料であ

った． 
その内訳及び検出量は多い順にピエ・ド・ムトン（カノ

シタ）の生鮮品が 530 Bq/kg，ジロル（アンズタケ）の生

鮮品が 270 Bq/kg，セップ（ヤマドリタケ）の乾燥品が 25

0 Bq/kg，トランペット（クロラッパタケ）の乾燥品が 240 
Bq/kg，ブルーベリーコンポートが 210 Bq/kg，ピエ・ド・

ムトン（カノシタ）の生鮮品が 150 Bq/kg，シャンテレル

（アンズタケの一種）の生鮮品が 100 Bq/kg，及びジロル

（アンズタケ）の生鮮品が 64 Bq/kg であった．これらは当

研究室においてヨウ化ナトリウム検出器により測定した値

である．放射能の核種を同定するためエネルギー波高分布

を測定し，その結果を図２に示した．8 試料はいずれも標

品１３７Cs と同様にチャンネル数 32～33 付近に最大ピーク

が検出され，１３７Cs と同定された． 
さらに，100 Bq/kg 以上検出された試料について，東京

都産業技術研究所でゲルマニウム半導体検出器による核種

分析精密検査を行った．その結果は表 4 に示すように，検

出量は当研究室の結果の方がやや高かった．ヨウ化ナトリ

ウム検出器による測定法は，１３４Cs から１３７Cs の広いエネ

ルギー範囲で測定されるため，両者のエネルギー範囲内に

ある他の核種の微量な放射能量が加算され高くなるものと

考えられる．また，試料のいずれからも，半減期 30 年の１

３７Cs のみが検出され，半減期 2 年の１３４Cs は検出限界値 1.
0 あるいは 2.0 Bq/kg 以下であった． 

図２．ヨウ化ナトリウムシンチレーション検出器
における試料及び標品のエネルギー波高分布
測定時間:試料1;3分,試料2-4;5分,試料5-8;10分,
標品:0.3分
エネルギーレベルの28～45は約560～900keVに相当
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 なお，キノコは乾燥して製品とする場合があるが，五訂

日本食品標準成分表１６）によると，キノコの水分含量は生

鮮時約 90%，乾燥時約 10%となっている．そこで生鮮品の

キノコで，530 Bq/kg のピエ・ド・ムトン，270 Bq/kg のジ

ロル，150 Bq/kg のピエ・ド・ムトン，100 Bq/kg のシャン 
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テレル及び 64 Bq/kg のジロルを乾燥品に加工したと仮定

した場合，水分含量から換算するとそれぞれ 4,770，2,430，
1,350，900，576 Bq/kg となり，暫定限度値をはるかに超え

ることになる．キノコは Cs を取り込み濃縮蓄積されるこ

とがよく知られている１７－２５）． 
今年度の報告においても放射能濃度の高いものはキノコ

であり，1 試料は暫定限度値を超えて検出された．キノコ

については Cs の含有する生育土壌に左右されるため，特

に放射能汚染地域から採取されたキノコについては今後も

監視を継続する必要があると考える． 
 また，ブルーベリーコンポートからも検出されたことか

ら，今後ブルーベリー製品にも注意する必要があると考え

る． 
 

           ま と め           

  チェルノブイリ原子力発電所爆発事故に由来すると考え

られる放射能汚染食品の実態を明らかにするため，平成 17
年 4月から平成 18年 3月までに都内で流通していた輸入食

品等 257 試料について放射能の汚染実態を調査した． 
生鮮キノコのピエ・ド・ムトン（カノシタ）から放射能

濃度が暫定限度値 370 Bq/kg を超え，530 Bq/kg 検出され

た．その他，50 Bq/kg を超えて検出されたものは 7 試料あ

り，合計 8 試料（3.1%）であった． 
なお，50 Bq/kg を超えて検出された試料の食品群は，全

てが野菜・果実加工品群であり，原産国は，フランスの 4

試料，ブルガリア，ポスニア・ヘルツェゴビナ，ベルギー

及びベラルーシの各 1 試料であった． 
  その内訳はピエ・ド・ムトン（カノシタ）の生鮮品が 53
0 Bq/kg，ジロル（アンズタケ）の生鮮品が 270 Bq/kg，セ

ップ（ヤマドリタケ）の乾燥品が 250 Bq/kg，トランペッ

ト（クロラッパタケ）の乾燥品が 240 Bq/kg，ブルーベリー

コンポートが 210 Bq/kg，ピエ・ド・ムトン（カノシタ）

の生鮮品が 150 Bq/kg，シャンテレル（アンズタケの一種）

の生鮮品が 100 Bq/kg，及びジロル（アンズタケ）の生鮮 
品が 64 Bq/kg であった． 
当研究室において 100 Bq/kg 以上が検出された 7 試料に 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ついて東京都産業技術研究所で行ったゲルマニウム半導体

検出器による核種分析の結果は，１３７Cs が主であり１３４Cs
は検出限界以下であった． 
著者らの本年度の放射能濃度調査において，暫定限度値

370 Bq/kg を超えて検出されたこと，また限度値以下でも

放射能の残留していた食品が比較的多くあったことから，

今後も監視を継続する必要があると考える． 
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    報，54，146-150，2003． 
14) 観 公子，牛山博文，下井俊子，他：東京健安研セ年 

表４．放射能濃度が50 Bq/kgを超えて検出された試料の内訳と検出量 
 No  品   名                           検出量（Bq/kg）             測定日      原産国 
                             １３４Cs + １３７Cs*  １３４Cs**   １３７Cs** 
  1  ﾋﾟｴ･ﾄﾞ･ﾑﾄﾝ（ｶﾉｼﾀ，生鮮）       530          ND１      490      H17.10.20     フランス 
  2  ジロル（ｱﾝｽﾞﾀｹ，生鮮）        270          ND１      330      H17.10.26     フランス 
  3  セップ（ﾔﾏﾄﾞﾘﾀｹ，乾燥）         250          ND２      210      H17.05.23     フランス 
  4  ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ（ｸﾛﾗｯﾊﾟﾀｹ，乾燥）       240          ND２      200      H17.05.19   フランス 

5  ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｺﾝﾎﾟｰﾄ                210          ND１      170      H17.09.23     ベルギー 
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  8  ジロル（ｱﾝｽﾞﾀｹ，生鮮）           64                             H17.10.11     ベラルーシ  

*：ヨウ化ナトリウム検出器の値，**：ゲルマニウム半導体検出器の値，ND１：1.0 Bq/kg以下， 
ND２：2.0 Bq/kg以下 
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